





























タ｣が新設された｡ この授業は,そのタイ トル通 り,教育におけるコンピュータ活用の基
礎的な実践能力を育成することを目的としている｡ そして,この授業に続 くコンピュータ
関連科 目が幾つか設けられている｡ しかし,こうしたコンピュータ関連科 目と教科教育と
の関連をどう図るのかについては明確な指針はなく,課題として残ったままである｡
そこで,筆者の担当する授業科 目 ｢社会科教材論｣及び ｢ゼミナール｣において,社会
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科教師としての教育実践能力の向上と,コンピュータの活用能力の育成を有機的に統合す
るプログラムを展開した｡これまで,これらの授業では,マルチメディアを活用 した社会























単元計画 ･学習指導案 ･授業実践 ･授業分析の一連の過程は,教科教育法の授業の中で
取 り上げられ,それらの学習を通して学生も一応の知識は有 している｡ しかし,その過程
を実際的に体験するのは教育実習に至ってからで,その間の体験的な学習が不足 している

























収集スタイルとなることは間違いがない｡しか し,その際必要 となるのは,必要な情報 を






本プログラムで学生に課 したリンク集作 りでは,社会科の教育内容に関する項 目的羅列
的な知識を越え,こうした必要情報を取捨選択する能力の向上 と,学習に即 して一段掘 り
下げた知識の習得を目指 した｡以下に,リンク集作 りの過程を示す｡
まず,学生は小学校社会科の教科書により,各学年の単元とそこで取 り上げられている

















図 1 社会科教材 リンク集の1画面
4 プロジェク トNAV l
プロジェクトNAVIは1997年度に開始されている｡主催は,本学部社会科教育学教室｡
長崎市内の協力校を募 り,1998年10月現在で2つの小学校で共同研究(長崎市立朝 日小学
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とがまた学生の学習意欲と責任感を醸成 している｡｢インターネットは学校の壁 を乗 り越
える｣ と言われるが,本プログラムはこのことを文字通 り体現 していると言えよう｡ 今後,
コンピュータ関連科 目と教科教育関連科目の連携を図っていく場合,教育実践の脈絡下で
コンピュータ活用を考えていくことは勿論のこと,インターネットを積極的に活用 し学生
の学習の社会的意味付けを図っていくことも重要であろう｡
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